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１ は じ め に

リンゴわい性台木の‘青台３’は、青森県産業技

術センターりんご研究所で育成された台木で、‘ふ

じ’で使用した場合には‘M.26’よりも樹高が抑え

られるという利点があることから、2001 年から試

作台木としても取り上げられている。しかし、‘王

林’や‘ジョナゴールド’、‘つがる’などに使用

した場合、Ca 欠乏症であるビターピットの発生率

が高い傾向１）がみられ、この要因は不明であった。

そこで‘王林’を‘青台３’に接いだ場合、‘JM7’、

‘M.26’及び‘M.9EMLA’台木と比較して、葉及び

果肉の無機成分濃度に差異があるか検討を行った。

２ 試 験 方 法

(1) 供試樹及び耕種概要

青森県黒石市にある青森県産業技術センターりん

ご研究所内で栽培されている‘王林’を用いた。供

試台木は‘青台３’、‘JM7’、‘M.26’及び‘M.9EMLA’

であり、これら各台木を用いた‘王林’樹を、それ

ぞれ青台３区、JM7 区、M.26 区、M.9EMLA 区とした。

栽植距離は 4m × 2m、樹形は細型紡錘形である。園

地土壌は表層多腐植質黒ボク土で、2000 年４月に

台木の地上部長が 20cm 程度になるように１年生樹

を栽植した。栽植時には植穴に苦土炭カル 0.5kg、

熔成リン肥 1.0kg、稲わら堆肥 10kg を施用し、栽植

後 2000 年から 2006 年は N-P-K：5-1.5-1.5（kg/10a）、

2007 年以降は N-P-K：10-3-3（kg/10a）を毎年４月

に配合肥料で施肥している。

(2) ビターピット発生率

2004 年から 2010 年まで、各区５樹程度から収穫

した果実（年により全果あるいは１樹あたり 20kg

程度）のビターピット発生果数を調査した。

(3) 無機成分分析（Ca、Mg、K）

ⅰ．葉の試料調整法

2004 年８月３日に、各区３樹から、１樹あた

り新梢中央葉を 15 枚採取し、中性洗剤と蒸留水

で洗浄後、樹ごとに通風乾燥機で乾燥させ粉砕し

て均質化したものを試料とした。

ⅱ. 果肉の試料調整法

2009 年 10 月 29 日の収穫適期に、各区３樹から、

１樹あたり４個程度の健全果を採取した。果皮は

１ mm の厚さで除去し、図１のように果実の赤道

部からこうあ部側を上部、赤道部からていあ部側

を下部とした。この各部位における果実表面から

厚さ１ cm の果肉を採取し、１果実ごとに凍結乾

燥して粉砕し、均質化したものを試料とした。

ⅲ．分析方法

硝酸-過塩素酸法で湿式分解後、Ca 測定時は

Sr1,000ppm を添加し、Ca、Mg 及び K を原子吸光法

により測定した。

図１ 果肉分析部位（灰色部分）

３ 試験結果及び考察

(1) ビターピット発生果率（図２）

ビターピット発生果率は年次変動がみられたが、

青台３区が、他区と比較し最も高い傾向が認められ

た。

(2) 葉中無機成分濃度（表１）

青台３区の葉中 Ca 濃度は、JM7 区及び M.9EMLA 区

よりも低く、M.26 区とは同等であった。Mg 濃度は JM7

区と比較して低かったが、M.26 区及び M.9EMLA 区と

は有意差が認められなかった。K 濃度は全区間で有

意差がなかったが、Ca/(Mg+K)は青台３区が他区と

比較し最も低かった。

(3) 果実中無機濃度（表２）

上部における Ca 濃度は、青台３区が他区と比較

し最も低かった。Mg 濃度と K 濃度は M.26 区及び

M.9EMLA 区と比較し低く、Ca/(Mg+K)は JM7 区のみと

比較して低かった。

下部における Ca 濃度も、青台３区が他区と比較

して最も低かった。Mg 濃度は M.26 区より低く、K

濃 度 は M.26 区 及 び M9EMLA 区 よ り 低 か っ た 。

Ca/(Mg+K)は他区と比較し最も低かった。

４ ま と め

年次変動はみられたものの、青台３区は JM7 区、

M.26 区及び M.9EMLA 区と比べ、明らかにビターピッ

トが発生しやすかった。

そこで健全果を供試し果実分析を行った結果、青

台３区は他区と比較し、果皮直下１ cm の果肉にお

ける Ca 濃度が、上部及び下部共に低かった。この

結果から、‘王林’を‘青台３’に接いだ場合、果



肉中の Ca 濃度が恒常的に低レベルであるため、ビ

ターピットが発生しやすいと考えられた。

さらにビターピット発生により密接である果肉下

部においては、発生に深く関与しているとされる

Ca/(Mg+K)も低かったが、これは Mg や K 濃度が高い

ことで相対的に Ca/(Mg+K)が低くなったわけではな

く、Ca 濃度が著しく低かったことによる結果であ

る。

また青台３区は他区と比較し葉中の Ca/(Mg+K)が

低い傾向もみられた。このことは、穂品種である‘王

林’樹全体の Ca/(Mg+K)が低いレベルである可能性

を示唆している。つまり‘青台３’台木では他台木

よりも、台木の成分吸収能力や穂品種との接ぎ木和

合性に台木間差異があるのではないかと考えられ

た２）。
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図２ ‘王林’の台木別ビターピット発生果率

注）二元配置法により、台木間には５％、年次間には１％水準で有意差あり。

図中の数値は 2004 ～ 2010 年の台木における平均値。

異符号間にはチューキーの多重比較検定により有意差あり。

表１ 台木別‘王林’の葉中の無機成分濃度

区 Ca Mg K Ca/(Mg+K)

（g/100gDW） (me/100gDW)

青台３ 1.62b 0.37b 1.04 1.4b

JM7 2.05a 0.47a 0.90 1.7a

M.26 1.75b 0.39ab 0.93 1.6a

M.9EMLA 2.00a 0.42ab 1.12 1.6a

注）n=3。異符号間にはチューキー多重比較検定により５％水準で有意差あり。

無符号は有意差なし。

表２ 台木別‘王林’果肉中の無機成分濃度

果実重 果肉上部 果肉下部

区 Ca Mg K Ca/(Mg+K) Ca Mg K Ca/(Mg+K)
（g） （mg/100gDW） (me/100gDW) （mg/100gDW） (me/100gDW)

青台３ 272 18.9b 22.4b 521c 0.06b 12.2b 21.1bc 487c 0.04c

JM7 268 25.5a 22.7b 514c 0.09a 16.8a 19.9c 444c 0.07a

M.26 294 24.6a 26.4a 627b 0.07b 16.6a 23.4a 556b 0.05b

M.9EMLA 296 28.3a 25.9a 690a 0.07b 18.5a 22.8ab 609a 0.05b

注）n=11。異符号間にはチューキー多重比較検定により５％水準で有意差あり。無符号は有意差なし。
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